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地域のつながりとともに、より自分らしく暮らし生きられるまち・はんだ

第３期半田市障がい者保健福祉計画





はじめに 
平成 25年４月の障害者総合支援法の施行により、障がいのある方を取り巻く
環境が「施設から地域へ」と大きく変化していく中で、障がい福祉は公的なサー
ビスだけではなく、地域の支え合いの力によって成り立っていると言えます。 
 また、障がいのある方やそのご家族が抱える困りごとは、障がい福祉だけで解
決できるものではなく、健康、子育て、介護、生活困窮など他分野にわたるため、
制度の枠組みを超えて、包括的に支援していく仕組みが求められています。 

 こうした状況の中で、本計画は地域共生社会を目指す「半田市地域福祉計画」
のもとで、障がいのある方を支援する施策の展開とともに、障がいのある方の社
会参加を促進し、地域において誰もが役割を持ち、「支え手」「受け手」という関
係を超えて支え合うための地域づくりに取り組むための行動計画として作成す
るものです。 

 半田市の障がい福祉の根底にあるのは、「地域とともに」「自分らしく暮らし続
けること」です。これは、さまざまな施策を支える理念として、第１期半田市障
がい者保健福祉計画から継承されています。誰もがお互いを認め合い、尊重し、
支え合う社会に向けて、地域の皆さまと協議を続け、誰にとっても暮らしやすい
まちづくりを行っていきます。 

 結びに、本計画の策定にあたり、ご意見やご提案をいただいた半田市障がい者
自立支援協議会の委員の皆さま、アンケートにご協力いただいた市民の皆さま、
課題集約等にご協力をいただいた障がい福祉サービス事業所等の皆さまなど、
すべての関係者の皆さまに心から感謝を申し上げるとともに、今後の障がい福
祉の充実にむけて、一層のご理解とご協力をいただきますようお願い申し上げ
ます。 

   令和３年３月
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ＳＤＧｓと半田市障がい者保健福祉計画

 SDGs（Sustainable Development Goals）とは、「誰一人取り残さない」社会の実

現を目指し、平成27年の国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」のことであ

り、令和12年までを期限とする世界共通の目標です。 

 持続可能な世界を実現するための17のゴールと169のターゲットから構成され、経

済・社会・環境を包含する統合的な取組みを示しています。 

 国では、「SDGs実施指針改定版」（令和元年12月 20日）において、「現在、日本国

内の地域においては、人口減少、地域経済の縮小等の課題を抱えており、地方自治体にお

ける SDGs 達成へ向けた取組は、まさにこうした地域課題の解決に資するものであり、

SDGsを原動力とした地方創生を推進することが期待されている」とされています。 

 本計画においてもこれを意識した施策を実施し、SDGsの推進を図ります。 

このうち、本計画に関係する目標 


